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本
誌
読
者
に
は
す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な

っ
た
お
笑
い
コ
ン
ビ
、イ
ワ
イ
ガ
ワ
。
ジ
ョ
ニ

男
さ
ん
は
本
連
載
で
旧
車
を
探
し
、
相
方
の

井
川
さ
ん
は
ハ
チ
マ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
に
お
い
て

「
ハ
チ
マ
ル
車
探
索
記
」を
連
載
中
だ
。
さ
ら

に
こ
の
２
人
、誌
面
だ
け
で
な
く
、ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
2
デ
イ
ズ
の
ス
テ
ー
ジ
出
演
で
も
活

躍
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
こ
の
た
び

2
0
2
1
年
2
月
の
第
13
回
Ｎ
２
ｄ
に
も

出
演
が
決
定
。
そ
こ
で
今
回
は
、
Ｎ
２
ｄ
の

常
連
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
、
レ
ッ
ド
メ
ガ
フ
ォ

ン
を
訪
問
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

お
店
を
訪
れ
た
瞬
間
か
ら
、
店
頭
に
並
ん

だ
ハ
コ
ス
カ
、ケ
ン
メ
リ
、ジ
ャ
パ
ン
と
い
っ

た
ク
ル
マ
の
数
々
に
目
を
奪
わ
れ
る
ジ
ョ
ニ

男
さ
ん
。
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
て
、
代
表

の
今
井
努
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
に
。

5
月
に
15
周
年
を
迎
え
た
お
店
の
設
立
の

経
緯
や
、
近
年
の
旧
車
相
場
の
動
向
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が
展
開
さ
れ
た
が
、
ひ
と

き
わ
盛
り
上
が
っ
た
の
が
、
多
く
の
芸
能
人

が
訪
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
こ
と
だ
ろ

う
。
と
あ
る
超
有
名
歌
手
は
、
自
宅
に
機
械

式
の
タ
ワ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
を
備
え
て
い
る
、

と
い
う
話
に
は「
同
じ
芸
能
界
に
い
る
は
ず

な
の
に
別
世
界
の
話
み
た
い
…
…
」と
思
わ

ず
声
を
漏
ら
す
ジ
ョ
ニ
男
さ
ん
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
オ
フ
レ
コ
話
も
聞
き
つ
つ
、
い
よ

い
よ
旧
車
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
。
レ
ッ

ド
メ
ガ
フ
ォ
ン
に
来
た
か
ら
に
は
ま
ず
は
ハ

コ
ス
カ
を
、
と
鮮
や
か
な
レ
ッ
ド
の
Ｇ
Ｔ
‐

R
を
拝
見
。

「
値
段
が
Ａ
Ｓ
Ｋ
に
な
っ
て
ま
す
が
…
…
」

と
ジ
ョ
ニ
男
さ
ん
が
恐
る
恐
る
聞
い
て
み
る

と
、
予
想
通
り
４
桁
万
円
と
の
お
答
え
。
ジ

ョ
ニ
男
さ
ん
に
は
と
う
て
い
手
が
出
な
い
も

の
の
、「
契
約
書
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
か
？

（
笑
）」と
言
う
今
井
さ
ん
と「
今
日
は
こ
れ
乗

っ
て
帰
り
ま
し
ょ
？
」と
い
う
井
川
さ
ん
に

挟
ま
れ
て
タ
ジ
タ
ジ
に
。

満足度の高いクルマとバイクが揃う

「レッドメガフォン」さん

今回
の訪問先は

　東京都練馬区の大泉IC近くに店を構えるレッドメガフォン
は、写真の通り少し独特の構造を持つお店だ。中二階状に
なったガレージから覗く旧車の「顔」にはなんともワクワクして
しまう。日産、特にスカイライン系に強く、都内でハコスカ、ケ
ンメリを探しているならまず候補に上がるショップのひとつ
だ。もちろんスカ
イラインだけでな
く、さまざまなクル
マが揃う旧車総
合ショップであ
る。バイクの旧車
も多く、いずれも
素晴らしい仕上
がりだ。

#09
IWAIGAWA JONIO NO CHIN KYUSYA TANSAKUKI

いきなり「どうなってるの？」と言ってしまいそうな写真で登場した、
おなじみイワイガワのジョニ男さんと井川さん。今回ジョニ男さんが旧車を探しに

来たのは、魅力的なクルマがユニークな店構えに並んだショップだ。
text：Nostalgic Hero/編集部　photo：Ryota Sato/佐藤亮太

cooperation：RED MEGAPHONE/レッドメガフォン TEL：03-3867-2500　https://red-948.com/

サラリーマンなどを経て、輸入車の中古
販売をしていた今井さん。元々旧車が好
きで、店頭の空いたスペースに自らの旧
車を置いていたところ、お客さんの反応が
良かったことから国産旧車も扱い始めた
という。

８３年式グロリア 2.0ブロアム
のジャック・ニクラスバージョンを
発見！　ハチマル車だが、ゴル
フ好きのジョニ男さんにとって
は見逃せない1台だ。サイン入
りのエンブレムでテンションが上
り、思わずフルスイング。

お店を訪れたときから目についていたケンメリのGT-R
仕様に挟まれてご満悦のジョニ男さん。

ストックヤードの奥に４５年式ウィリスMBジープを発見！ 横須賀
基地で乗られていたという、戦後すぐの時代から生き延びてきた
個体だ。塗装などもオリジナル状態というレア物。

あの
有名歌手も!？

ナイスショット！

063 062
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　オート３輪を主力としていたダイハツ自
動車が、初の乗用車として送り出したの
がコンパーノだ。全塗装済み、内装の状
態もかなり良好、というフルオリジナル状
態の個体で、しかも当時主流だった４ド
アではなく、希少な２ドアモデル。にもか
かわらずこの値段、ということもあってジョ
ニ男さんも思わず「これ動くんですか？」と
聞いてしまうほど。
　「もちろんですよ！」との今井さんの答え
に、「どことなく欧州車っぽい雰囲気もあ
って、かわいいしカッコいいなあ…」いよ
いよジョニ男さんも旧車を手に入れる時
が来たか？

ダイハツ
コンパーノ1000

［1968年式］
車両価格98万円（税込）

R
ECOMMEND

TO BE CONTINUED... 

どうしても……ゴメンナサイ！

魅力的なスタイル、現実的な価格、状態の良さなどなど、かなり購入に近づいたジョ
ニ男さんだったが、やはり気になるのは維持の問題。パーツが手に入らないというの
はやはり二の足を踏んでしまうようだ。ということで断腸の思いで「ゴメンナサイ！」。

　

人
気
車
種
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
同
店
の

ハ
コ
ス
カ
や
ケ
ン
メ
リ
は
、
今
井
さ
ん
の
こ

だ
わ
り
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
見
事
な
仕
上

が
り
。
当
然
値
段
も
そ
れ
に
見
合
っ
た
も
の

で
、
お
い
そ
れ
と
手
が
出
せ
な
い
の
だ
。

「
ワ
タ
ク
シ
の
貯
金
で
も
手
が
届
く
ク
ル
マ

を
…
…
」と
言
う
ジ
ョ
ニ
男
さ
ん
に
、そ
れ
な

ら
ば
、
と
今
井
さ
ん
は
も
う
一
つ
の
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
案
内
し
て
く
れ
る
こ
と
に
。

　

こ
ち
ら
に
並
ぶ
ク
ル
マ
た
ち
も
か
な
り
の

も
の
で
、
激
レ
ア
な
ウ
ィ
リ
ス
Ｍ
Ｂ
か
ら

S
R
3
1
1
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
の
よ
う
な
名
車

ま
で
、
目
を
引
か
れ
る
旧
車
ば
か
り
。

　

そ
ん
な
中
で
今
井
さ
ん
が
オ
ス
ス
メ
し
て

く
れ
た
の
が
、
ダ
イ
ハ
ツ
の
コ
ン
パ
ー
ノ

１
０
０
０
だ
。
同
社
初
の
乗
用
車
で
あ
り
、

珍
し
い
２
ド
ア
モ
デ
ル
で
あ
る
。
し
か
も
、意

外
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
お
値
段
。
こ
れ
ま
た

魅
力
的
な
１
台
の
登
場
に
、
ジ
ョ
ニ
男
さ
ん

の
心
も
揺
れ
る
…
…
？

ストックヤードとなっているガレージも、店舗と同様に、二階部分までシャッターが上が
る構造。実は店舗もガレージも、今井さんが自ら設計しているという。SR311フェアレ
ディ、５１０ブルーバードという名車に挟まれてニッコリのジョニ男さん……と思いきや、
こちらは店舗に比べて結構な高さ。無理言ってスミマセン……。

エンジンルームも年季
を感じるものの、動作
には問題なし。問題は
見た目ではなく中身で
「これって交換部品は
……？」の問いに「な
かなか見つからないで
す」と今井さん。

８０年式 スカイラインGT-EXは、内外装ともオリジナル度が高い角目のジャパン。実は高
所恐怖症のジョニ男さん、どことなく笑顔が引きつっているような……？

これまた希少な７４年式
チェリークーペ X-1Rも
発見。当時、マイナーツ
ーリングでも活躍した小
型スポーツモデルだ。ボ
ディ全体が見事にレスト
アされており、ジョニ男さ
んも「イイネ！」

キング オブ
クラシック！

2個いける？

こちらはR仕様

超レア車！

バイクに跨り
オイルショック！

ジャパ～ン！！

下は見ない
……

71年式スカイライン HT 2000GT‐R

73年式ブルーバードU 2000GTX

全塗装されたボディも鮮やかなGT-R。エンジンはプロテックのステージ3チューニング、ケンメリ
用71Bミッション、前後車高調などなど、あらゆる個所に手の入った個体だ。ジョニ男さんは「カッ
コいいクルマにはカッコいいポーズを」と言うカメラマンに乗せられ、数々のポージングで撮影。

71年式スカイライン HT 2000GT
「GT-R仕様」だが、3ℓ化したL28型エンジンをMoTeC制御し、内装をカーボン
で貼り替えているなど、こちらもかなり手が入っており、GT-Rほどではないが、そ
れでもお値段１０００万円超え。それを知った相方・井川さんから「触ったので３０
００円いただきま～す」の声が。「分割でいいですか・・・・・・」とジョニ男さん。

通称「サメブル」と呼ばれる、610ブルーバード後期型のL型エンジン搭載モデル。こ
の個体はL28型を3ℓ化したカメアリチューン。当時はあまり人気が伸びなかったが
「いま見てみるとこの独特のデザインがイイじゃないですか！」

悩んでいるとバイクも発見！ 実は大型二輪免許も持っているジョニ男さん、仕事上バイクには乗
らないようにしているが、かなりのバイク好きなのだ。もちろん今井さんもバイク好きで、お店には旧
車から最近の車種まで並んでいる。取材前日には愛車でツーリングにも出かけていたそう。

「旧車でゴルフ」の夢を実現するため恒例のトランクチェック。小型車ながら十分なトランク容量で、
頑張ればゴルフバッグ２個も積めそうだ。シートやダッシュボードの状態は良く、内装にも文句なし。

064065


